
 

 

 

 

 

 

運動部の中越地区大会が行われました 
 先日、全国中学校体育大会が令和９年度から縮小されるというニュースがありました。

時代が大きく変わってきているな、という印象を強く感じました。なお、北信越大会や県

大会はその時点での実情に応じての開催となるようです。また、近い将来は中学校体育連

盟という中学校の教職員が中心の組織ではなく、各競技団体の連盟や協会が主催する中学

生年代の大会が増えていくのかもしれません。私も含めて、これまで中学校の部活動を経

験してきた大人からすると想像がつきにくいですが、ぜひ今後の動向に注目していただき

たいですし、学校からも情報を流していきたいと思います。 

 先日、中越地区大会が終了しましたが、今回の中越地区大会の特徴として、クラブチー

ムや地域クラブ、複数校の合同チームでの参加が増えてきたことが挙げられます。当校で

は剣道、バレーボール、バスケットボール、野球がこれに当たります。クラブチームで参

加する場合は選手の学校の名前が表に出るわけではありませんが、選手たちは学校の名前

を背負ってがんばっています。また、他の中学校の生徒と力を合わせて勝利に向かってい

く姿にも新しさを感じました。これからはこの形がスタンダードになっていくと思います。 

 中越地区大会を勝ち抜いた選手たちは次の県大会に向けてがんばってほしいと思います。

残念ながら負けてしまった選手は次の目標に向かって、気持ちを切り替えてがんばってほ

しいと思います。保護者の皆様からは生徒たちのサポートをしていただき、ありがとうご

ざいます。地域の皆様も、今後の生徒たちの活躍にご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魚沼市立魚沼北中学校 学校だより 
令和６年６月 27 日 第３号 

HP https://uonuma-school.com/ed16/ 

E-mail uonumakita-chu01@uonuma-school.sakura.ne.jp 

＜中越地区大会の主な結果＞ 

【陸上競技部】 男子 さん 400m３位、200m９位・県大会出場 

女子 さん 1500m11 位・県大会出場 

【卓球部】 男子個人戦 さん 25 位・県大会出場 

【魚沼市剣道連盟】 女子２位、男子３位・県大会出場 

【女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ広神・八海・魚沼北・東小千谷中合同ﾁｰﾑ】優勝・県大会出場 

【軟式野球魚沼 JBC】ブロック優勝・県大会出場 

【女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ魚沼米笑娘 VBC】予選ﾘｰｸﾞ１位、決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ１回戦惜敗 

※ 県大会は、７月 13 日（土）・14日（日）・15 日（月）に陸上競技以外の競技、 

７月 20日（土）・21日（日）に陸上競技が行われます。 
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激励会と試合会場での様子です。どの場面でも全力で臨んでいる姿が印象的でした。 

中越地区吹奏楽コンクール、 

新潟県通信陸上競技大会に出場します 
吹奏楽部もいよいよ中越吹奏楽コンクールに出場します。今年度は１年生が６人も入部

して、当校の中で一番人数が多い部活動になりました。教頭の先生にも顧問に入ってもら

い、新しい体制で日々の練習に一生懸命取り組んでいます。その練習の成果を中越地区吹

奏楽コンクールで発揮してほしいと思います。魚沼北中の出演は７月 21 日（日）の 12 時

00 分からとなります。会場は長岡市立劇場大ホールです。入場料（1,000 円）が必要とな

りますが、時間があればぜひ当校の演奏をご覧ください。 

また、標準記録を突破した選手だけが出場できる県通信陸上競技大会が７月７日（日）

と８日（月）の２日間、デンカビッグスワンスタジアムで行われます。大きなスタジアム

とともに選手たちのがんばりを見に行っていただければと思います。 

「にいがた緑の陣」の合戦が真っ只中！ 
学校だより第２号でお知らせした「にい 

がた緑の陣」が本格的に始まっています。 

県内 13の軍（市町村）が様々な活動を行 

い、そのポイント（『ゴーヤポイント（GP）』 

といいます）を競っています。にいがた緑 

の陣のホームページには生徒たちががん 

ばってくれた紹介ビデオがあります。また、 

魚沼市の Facebook（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ）にも活動の 

様子が掲載されています。ぜひ、「いいね！」 

をつけてください。 

グラウンドのゴーヤたちもすくすく成長しています。 

魚沼北中のグラウンドに見に来てください。         （文責：校長 岩島剛） 

これくらい 

成長しました！ 


